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カナダにおける男女平等教育の展開
カナダにおける男女平等教育の展開
一 カルガリー大学を中心 とす る男女平等教育活動を事例 として一

















1.女 性 の人 権確立 の国際 的潮流 とカナ














































































およびそれに続 く1976年か ら始まった 「国連女
性 の10年一 平等 ・開発 ・平和」 と相まって、
女性への配慮の必要性すなわちWIDアプローチ
が急速にクローズアップされることとなった。
































な った。 また、WIDで は女性 を均 一 な集 団 と
捉 えたの に対 し、GADは 女 性 をひ と く くりに
す ることの限界 を指摘 し、ジェ ンダーは階級 や
























































年齢別人 口は表1に 見 られる ように、25-44
歳が最多 となってい る。移民 を受 け入 れている
カナダにおいては少子化 の傾 向はみ られない。















































































































































































































Total' 57.4 51.845.5 56.4
1"70'udes古ノ705θレγ1亡hηOspecializat/0ηaηd古hoseforwhomηOspecia/iza亡'0ηwasSホaホθd
Source:StatisticsCanada,CentreforEducationStatistics.
II.カルガ リー大 学 におけ る工学お よび














Engineeringとい う名 の通 り自然科
学 と工学 を専攻す るカル ガリー大 学
の学生 の組織であ る。 カル ガリー大
学 は文系理系の学部 をそ ろえた総合
大学 である。2002年度の学生 は約3
万 人であ る。 その うち80%の24,000
人が学部生 であ り、20%の16,000人
が大学 院生であ る。
大学 内には様々 な活動 をす るクラ
ブがある。このWISEも一 つのク ラ
ブではあるが、学生の クラブの部屋
ではな く、 自然科学棟 の中 に一室 を
確 保 し、大学 のバ ックア ップの下、
大学 の教員 と共 に活動 を展開 してい
る。
WISEは元来、教員 と大学 院生 が
女子学生 を支援す るため に始めた活
動 であったが、1990年か ら学生 を中
心 とする組織 として独 自の活動 を開
始 した。発 足 当時 の メ ンバ ー数 は
120人であったが、学生のニーズにあった活動






























































おかれるこ とにな り1997年か ら大学 の組織 の一
部 として、WISEコーデ ィネー ター(Womenin
ScienceandEngineeringCoordinator)がおか




Canadaによって支援 された組織 で ある。活動
内容 は、①女性 の工業や 自然科学分野へ の進 出
を普及 させ るこ と ② それ らに対す る一般大衆
の興味関心 を喚起す ること ③WISEに 関する
調査研 究 をす る こと ④ 女性のために新 しいプ
ログラムを開発することである。
カルガ リー大 学は、大学 をあげてよ り多 くの
女性 が工学 ・自然科学 の分野 で学 ぶための活動
を展 開 して きた。なかで も工学部 はそのイニ シ
アテ ィヴ をとって きた。工学部長 をは じめ工学
部全教 職員が 「社会 は工学 プロジェク トにおい
て、男性 と女性 が ともに働 くこ とを必要 として
い る」 とい う考えを中心 に据 え工学 部にお ける
女性 の進 出 を支持 して きた。 その成果 と して、
2002年までの この10年間において、女性 の教授
が2名 か ら20名へ と10倍に増加 した ことがあげ
られてい る。 この数値 はカナダの大学で は最多
の工学部女性教 員数 を示 している。 さらにこの
役割モデル に刺激 をうけて、博 士課程 の入学者
の 内、女 性 が 占め る割 合 は2001-2002年度 は
20.9%になった とい う。StatusofCanadaの調






















この プログラム はアルバー タ州の11才か ら18
才 までの女子生徒 を対象 とした ものである。中
等後教育機関 において 自然科学や工学 を学んで
い る女性 また は、 自然科学や工学の分野で実際
に仕事 を してい る女性 と、女子生徒 が1対1の
e-mailmentoring関係 を結ぶ。女子生徒 一人一
人 に対 して、 メール によるコミュニケーシ ョン
を通 して 自然科学や工学分野 に関わ る女性 が役
割 モ デル を提 示す るこ とを意図 した活 動 であ
る。
プログラムはカルガ リー大学、アルバー タ大
学、 アルバー タ女性科学者 ネッ トワー クに よっ
て実施 され てい る。 アルバー タ州政府 と世界最
大 級 の独 立系 石 油 ・ガ ス会社EnCanaCorp()-
rationが資金 を提供 している。

























































































セ ッシ ョンを選択 し、 同時 に会議 の詳細 を
会議ホームペ ージか ら学 ぶ。 さ らに、 ホー
ムペ ー ジか ら、 各種 の 自然科 学 や工学 の
ウェブ ・サイ トに リンク し、興味 のある分
野について 自ら学 習する。
2.会 議は、ICTの分野で活躍す る女性 の基
調講演 に始 まる。実際に活躍す る女性 の話
を聞 き、役 割モデルを知 るこ とによ り、女
子生徒 達が将来の職業選択 の可能性へ の展
望 を広げ ることを目的 としている。
3.一 日のほ とん どを、以下の中か ら二つの




4.最 後 に職業選択のためのワークシ ョップ
に参加 し、ICT分野 における職業 に関する
情報 を得、職業選択の為 に何 が必要か を学
習す る。
2002年の結果…報告 による と、700人の女子 中
学生 と300人の教 師 の参加 者が あった。評価 用
紙 を記入 した289人の女 子生徒 は体験 学習 を平
均4.48点(5点満点)と 高 く評価 してい る。 さ
らに、80%が コ ンピ ュー ターへ の関心 や コン
ピューター に関わる職業への関心が高 まったと
答 えて い る。IT分野の職 業 に就 くこ とを考 え
ているか という質 問に対 して は、肯定的 な回答
が、参加前 の36%から81%に増加 してい る。注⑧
3)WomeninEngineeringDay
1年に1度 開かれる、工学部の紹介プログラ








































このプロジェク トは上記3つ の もの とは異 な
り、遊 びの要素 を加 えて、 インフォーマルに行
われるのが特色 である。新 しく工学部にはいっ
てきた女子学生 を受 け入 れる為の レセプ ション
カナダにおける男女平等教育の展開
がフォール ・セメス ターの初め に開かれ る。
新入女子学生 を迎 えるの は学部長 をは じめ工
学部 の教員、ス タッフ、学部生である。
内容 は、学部長が歓迎の言葉 を述べ た後 、工
学部 のジェ ンダー及 び多様性 に関わる委員会 の
委員長(ChairoftheGenderandDiversityin
EngineeringCommittee)、WISEコーデ ィネー
ター、WISEの学生役員 が紹介 され る。そ の後
教員、ス タッフ、学生 による歓迎 の催 しや、工
学 を学ぶ に当た っての質疑応答 が行 われる。
この プログラム は、イ ンフォーマルな形 を と
り学生が楽 し く、学部 に親 しみ、学部へ の所属
感 を持 って工学の学習 を継続 するこ とを 目的 と
してい る。 また、工学の学習に関わる多 くのプ
ログラム紹介 や、その他 サー ビスな どの情報 を
提供す ることによ り、それ らを活用 して充実 し




























この他、工学、 自然科学系 学部で学 ぶ女性支
援のため に様 々な活動 が行 われている。 その一・
つに、上記活 動 を実施するための調査研 究があ
る。
1999年には、工学部の学部学生 を対 象に工学
部を選択 し、工学の研究 を専門とす ることに影響
を及ぼす要因を明らかにし、その選択、専攻 の遂
行の障壁 となるものを取 り除く手法を生み出すた
めの調査 研 究が 行 われた。それ らはAcademic
ChoicesofEngineeringUndergra(ivatesとい










2002年には 中学 生 を対 象 に 自然 科 学分 野 の
コース、活動、仕事の選択に与える社会的、心理
















象 に、教育 ・研究環境や労働条件の調査 が行わ
れている。
この2つ の委員会 は主催者 とな り、上記対象
者 に対 して昼食会 を開いてい る。基調講演や各
学部 の女性教員 のスピーチ、無料の食事 となご
やかな雰 囲気 を作 りなが ら、 ジェンダー問題へ
の関心 を高 める活動 を行 ってい る。
2003年には カル ガ リー大学 の女性 教 員 の 自
伝 や様 々な声 を集めた著書 も出版されている。注⑫
また、WomeninEngineeringAssociates等が
つ くられ、WomeninEngineeringAssociates'



































以上 の活動 を推進す るため に、 カルガ リー大
学工学部 と自然科学部 には、学部長 に対 して女
性 の問題 に関 わる助言 をす る委員会 が設立 され
てい る。GenderandDiversityinEngineering
Committeeは、1994年に特 別 委 員会 と して設
立されたWomeninEngineeringCommitteeが
名称 を変 え、常任委員 会 となった もので ある。
またDean'sAdvisoryCommitteeonWomen's
Issuesは1999年に 自然科 学部 に作 られた もので
ある。両委員会 の役割 は、 ジェンダー と多様 性
に価値 をお き、 それ らを認 めた包括的 な支援環
境 を作 り出す こ とに よって、両学部で学ぶ女子
学生 の勉学 を促進 し卒業者 を増加す ることであ
る。
これ らの委員会 の構成 メンバーには、教 員の
他、各学部 の大学 院生 の代 表やWISEの学部生
代表、WISEコーデ ィネー ター も含 まれる。 ま
た、 これ らの委員会 は上記の活動以外 に教 員の
プロモー シ ョン等 に対 して ジェンダー と多様性
の視点か らの監督 を行 っている。
WISEコーデ ィネー ターは カルガ リー大学 が




事 を助 け、上記WISEの活動 を支援二す る役 割 を
もっている他、WomenintheScienceandEngi-
neeringResearchCommunity等他 の機 関 との
連絡調整等 にあたってい る。
以上、工学部お よび自然科 学部を中心 とす る
活 動 を考 察 して きたが、 カルガ リー大学 には
President'sAdvisoryCommitteeonthe
StatusofWomenがあ る。 また工学部 と自然科
学部に限 らず広 く女性教員を対象 として、Acade-
micWomen'sAssociationも作 られてお り、大
学 内の女性 の 地位 につ いて の評価や、 パ ネル
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